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個体群動態の数理モデリングは, 生命現象一般の数理モデリングにおいて最も古典的かつ基盤的な分野
である。全ての生物集団は, 生物個体の出生と死亡 (と移動分散) を通じて集団密度の時間変化を示すか
らである。微分方程式あるいは差分方程式として表現される, いわゆる力学系としての個体群動態モデル
は, 空間分布や齢例構造をはじめとした構造を持つ集団や時間遅れの効果など様々な数理的拡張がなされ,
解の挙動の数理的理解へ向けた研究が精力的に進められている。 しかし, 力学系としての個体群動態は非
負の実数としての集団密度のダイナミクスに注目する故, 実際の生物個体がそれ以上分割できない単位で
あるという 「個体性」は全く考慮されていない。 はたして「個体性」は無視しうる, 取るに足らないものな
のだろうか (文献 2)。個体性を陽に保ったモデルは必然的に, 非負の整数値を状態空間とする確率過程と
なる。近年の計算機性能の向上により, 現実的仮定に基づく確率過程のシミュレーションが容易に実行可能
になったものの, 確率過程の解析的取り扱いは簡単ではない。
本セッションでは, 基礎的な確率過程モデルのシミュレーション実験, ならびにその数理的な取り扱いに
ついて解説し,「個体」の視点からこれまでの個体群動態モデルを再構成することを試みた。 関連する論文
を読み, 個体性を維持したモデリングの方法を理解して実践することを目指した。
まず最初に、構造を持たない集団の個体群動態 (平均場近似) モデルを紹介した。非負の連続量としての

集団サイズの力学モデルを出発点とし、 これを非負の整数値 (離散状態) としての集団サイズの確率論的動
態を記述した。次に、空間分布と言った構造を持つ集団の確率論的個体群動態を点過程として再現した (文

献 1, 3)。各個体は競争核で重み付けされた局所密度に従って、 出生もしくは死亡を繰り返し、新規個体は
親個体から分散核に従って移動する過程である。 こうした点過程を解析的に取り扱う手法としてのモーメ
ントダイナミクスを紹介した。
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